20171008レムナント教会1部
実る人生（ヨハネ15：5-7）
人の生き様と言いますでしょうか。あるいは生き方、生きる姿と言った方がいいでしょうか。人それぞれでしょうけれども、ある人は大きな夢を抱いて、また野望を抱いて、それを達成するために必死になり努力もしたり、ときには敵が友となり、友が敵となりということも簡単にできてしまう人もいます。また、ある人は平凡がいちばんではないかと、適当にあるがまま「まあ、いいんじゃない」という生き方をしている人もいます。そして、それもできないまま何事にも自信が持てないし、自分と自分の人生に対して否定的な思いをもって、結局は、何かに引きずられていくような生き方をしている人もいます。

では、クリスチャンの私たちは、どのような生き方をしなければいけないでしょうか。なにが私たちに当てはまる内容でしょうか。冒頭で申し上げました内容の中には、クリスチャンの生き方に当てはまるものはひとつもありません。結局、それは人が中心になり、私がどうするかによって結果はこうなるという因果応報が中心です。しかし、クリスチャンの私たちはそれとはまったく違う人生が待っているということを、今日改めて心に留めていただきたいと願います。クリスチャンでもその中の一つだろうと思い、信仰の良いものは大きな夢を抱いて必死にがんばればよい信仰者であるかのようについつい思いますが、信者は違います。今日の聖書にそれがよく知らされているように、クリスチャンというのは、自分がああだ、こうだということの前に、私たちが救い主、またキリストとして信じて受け入れて従っているそのイエス様の実を結ぶ勝利の人生がクリスチャンの人生です。だから、それがそうなるという希望を確かにもって、残りの生涯を一歩、一歩導きに従って歩んで行く存在であるということを忘れないでいただきたいと思います。いつイエス様を受け入れたのか。いま年がいくつなのか。また、職業は何なのか。ライセンスはどれぐらい持っているのか。いろいろ事情は違いますが、そのすべてをとおしてイエス様の実を結ぶようになっているということ、これは共通しています。ですから、基本、クリスチャンの人生というものは、希望にあふれるものです。これからどうなるのだろう。このままではだめではないのか。世の中、どうしても物騒になりつつあるのですがどうしようとか、それはクリスチャンの生き方、生きることを語る中ではいらないものです。なにがどうであろうが私たちはイエス様の実を結ぶようになる実る人生であり、それが必ずそうなるので、その希望をもって歩くということを今日から確信をもって歩いていただきたいと願います。それはもう決まっていることです。信じるか信じないかはあなたしだいです。実る人生なのですが、聖書はどのようにすれば具体的に、実際的に実がなるのかということを教えています。それに対してクリスチャンの方々が、だいぶ誤解して昔の何かに沿って考えてしまいますが、そうではないのだよということが、今日の聖書を中心にして私たちに教えられているわけです。どのようにすれば実人生を味わい、その勝利の人生を歩むことができるのでしょうか。
まずは、自分がイエス・キリストによって救われた者なのだということをまったく疑わないことです。言葉を変えて申し上げると、自分はイエス・キリストによって救われた者なのだという確信を持つということが、実りある人生の第一歩なのです。自分が何かをどれほどがんばるかということは、ずっと後の話です。イエス・キリストによって自分の努力と関係なく、自分は救われた者なのだと確信を持つことなのです。そこら中の人間とは違う存在なのだと、それを疑わないことです。今日、すべては読んでいませんが、ヨハネ15：3で、イエス様がこのようにおっしゃっています。「あなたがたは、わたしがあなたがたに話したことばによって、もうきよいのです」。イエスはぶどうの木で、あなたがたは枝ですという話の中で、いらないものは全部切り落としますよという言葉に恐怖を感じるかもしれませんが、全部切り落として、信じる者は枝としてくっつくようになるわけです。だから、あなたがたは、わたしのことばによって、もうすでにきよいのだとおっしゃり、その前の足を洗うときにも、ヨハネ13：10において、あなたがたはもうすでに全身きよいものなのだよとおっしゃったわけです。そのことを確信をもって、そうだと思うことです。自分の外見、過去、今現在の弱さなどと一切関係なく、自分はイエス・キリストの血潮によって、すでにとっくにきよめられているものだ。そして、今現在もきよいままの存在であり、これからも後も永遠にきよい存在である。ヘブル10：14、イエス・キリストがご自分をささげることによって、私たちを永遠に全うされた、永遠にきよめられたと宣言しています。十字架の上ですべてを完了したと宣言されたわけです。皆さんの何かとは一切関係ありません。イエス・キリストによって、十字架の救いのみわざによって、信じる者は全員もうすでにきよめられ、永遠にきよい存在です。そのように救われたということをなにがあっても疑わず確信を持つことです。

その根拠は、いま申し上げましたように、イエス・キリストだけがその根拠であり、Ⅰヨハネ5：11-13を見ると、イエス・キリストを持っている者は永遠のいのちを持っており、キリストを持っていない者はいのちがないものなのだとあります。皆さんがどういう人格の所有者なのかということを問いかけるわけではありません。内側にイエス・キリストを持っているか持っていないか、この一つだけが根拠です。もしそうであれば、皆さんの内側にイエス様がいらっしゃるかどうか、どうやってわかるのでしょうか。イエス様を救い主として信じて受け入れたのかどうか。義人は信仰によって生きるわけです。他は何も気にしてはいけないし、こだわる必要がありません。イエス・キリストを信じることによって。宇宙にそのような法則はありません。「あんなに悪いことばかりしたのに信じればよいのでしょうか」。信じればいいのです。いまだにクリスチャンの中でも、因果応報の法則に従って、倫理や道徳によって、でも…と思う人がいますが、それはキリスト教ではありません。宇宙のすべての宗教が、こうしたからこうなるよと言っている中で、唯一キリスト教だけが「違いますよ。そうであっても信じればいいよ。ああでも信じればいいよ」と言います。それが福音というものです。なぜでしょうか。イエス・キリストが私の代わりに身代わりとして犠牲のいけにえとなられたからです。救われたというのは、今日、イエス様が強調しておっしゃっているように、わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝だとおっしゃっているように、ぶどうの木の枝というものは、枝を刈ってボンドでくっつけるようなことで枝になるわけではありません。そのぶどうの木から出てくるものであって、全部いのちによってつながっているものです。切り離すことができないわけです。ですから、実りある人生のためには、自分が今イエス様といのちの関係に結ばれているのだということを確認することです。イエス様と自分との関係が、どういう関係なのか。ぶどうの木で、枝の関係です。それがどういう意味なのでしょうか。イエス様は自らおっしゃいました。ヨハネ14：16-17、もうひとりの助け主、聖霊様があなたがたに与えられ、その聖霊様があなたがたといつまでも一緒にいるのですが、あなたがたの内側に入って一緒にいるのですが、いらっしゃるとおっしゃいました。これがぶどうの木と枝という関係です。物理学的には、科学的には到底理解できません。人間の理性では理解できるものではないのです。霊的な祝福です。イエス・キリストを受け入れた者は、イエス様と一つになりました。そういう関係です。だから、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのかと言われる存在、関係です。私はもう十字架とともに死んで、いまは自分で生きるのではなくて、自分の中にキリストが生きている存在なのだ。これがぶどうの木と枝という関係です。
どうすればそうなるのでしょうか。イエス・キリストを信じることによって。イエス様を信じてこうなりました。ああなりました。いろいろお証しがあるでしょう。もちろんすばらしいです。でも、いちばん大切な、いちばん肝心なポイントは、イエス様がぶどうの木で、私が枝の関係、いのちの関係に結ばれるようになったということです。これを指して、キリストは頭であり、私はそのキリストの体なる教会と言うわけです。頭と体はくっついていて同じ一つという意味です。どこから頭でしょうか。一緒です。不思議で、不思議でしょうがないのです。それをいまだに全部言葉で説明しきれないものですが、次に出る聖書の箇所ですが、イエス様自らヨハネ17：23で、三位一体の神様が一つであるのと同じように、彼らも一つにしましょうとおしゃいます。それをワンネスと言います。１と１を足すと２になります。でも、１と１を足すとワンネスになるわけです。２にならないし１でもない。不思議な関係です。だから、実りある人生というものは、皆さんが今まで頭で考えていた、想像していた法則ではなくて、まずはすべてを全部下して、真っ先にイエス様と自分との関係はいのちの関係なのです。ローマ8：39に書いてあるように、宇宙にあるどんなものでも、目に見えるものでも見えないものでも、キリスト、イエスのうちにある神の愛から切り離すことはできない、イエス様と自分とは切り離すことができない、くっついている不思議な関係なのです。隣に一緒にいらっしゃるという意味ではありません。存在そのものが不思議な存在に造りかえられました。ただイエス様を信じているだけなのに。自分のことをイエスの十字架の前で正しく見つめ直すこと、そこから実りある人生がスタートします。それをイエス様はこのようにおっしゃいました。今日の本文の９節を見ると、「父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛しました」。これは、自分は神様から愛されているものなのだということを喜ぶことです。ローマ5：5、キリスト・イエスにあって、聖霊を注がれることによって、神の愛が私たちに注がれたと表現されています。またローマ5：8には、私たちがまだ罪人であったときに、イエス・キリストが十字架で死なれることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示していらっしゃるとあります。神様に愛されているものなのだ。そんなに汚れた過去があるのに、今現在も弱さだらけであり、恥ずかしいことばかりなのに、それにもかかわらず、そのことを考える前に真っ先に真っ白になって何もそこにペンを書き足したりしないで、私は神様に愛されている者だ。イエス様と一つなのだ。私は救いの祝福を受けている者だ。Ⅰヨハネ4：9-10、私たちが神様を愛したのではなく、神様が先に私たちを愛し、ひとり子イエス・キリストをいけにえとしてささげたものなのだと言われているわけです。だから、実りある人生というものは、因果応報の法則に従って考えてはいけません。環境や条件、自分の過去、今現在の現実、自分の状態がどうであろうが真っ先に自分はイエス・キリストによって救われて、いのちの関係に結ばれていて、だから、だれも奪うことができない神の愛をいただいているものなのです。それを一言で、Ⅱコリント5：17でこのように叫んでいます。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなっている。ヨハネ3：3には、新しく生まれたものだとあります。そのことをまず疑わずに正しく確認して確信を持つことです。だから、このように心から叫ぶようになるでしょう。「なるほど。自分は実を結ぶしかない存在なのだね。実を結ぶのが当たり前で当然なのだね。それしかないのだね」と。これを自分の心から、自分の意志で叫べるかどうかです。自分の何かと一切関係ありません。ここが実を結ぶための人生の第一歩です。
これができた人は、いままでこだわっていたすべてが全部崩れてひとつしか残りません。実を結ぶためには一つにこだわればいいのです。イエス様もそのことをおっしゃいました。こういう存在だから、イエス様の愛のうちにとどまること、それひとつだけにこだわれば実がなるようになります。本当に信じてください。私の愛の中に留まりなさい。イエス様の愛の中にとどまること、これさえやればいいのです。障害を抱えているのでしょうか。霊的な問題を抱えているのでしょうか。複雑な事情が絡んでいるのでしょうか。イエスの愛の中に留まれば実を結ぶようになります。いままでおどおり因果応報の法則に従ってこうだからダメ、ああだからうまくいくだろうということは全部消して、ひとつだけ、イエス様の愛にとどまることだけ、それがクリスチャンです。それを福音と言います。イエス様の愛にとどまるというのは、いままで申し上げました、救われたということ、イエス様とのいのちの関係、その祝福を思う存分喜んで楽しむことが、イエス様の愛の中にとどまることです。ローマ5：1-2、神様との和解を味わい楽しもうじゃないか。神の栄光を望んで大いに喜ぼうではないかと私たちに勧めています。それさえあればいいのです。波風が吹いているのに、風よ、波よと言いながら、自分はイエス様の愛の中にとどまるわけです。いままでは風があれば風、波があれば波でしたが、イエス様の愛にとどまることです。
ダビデの詩篇を見ると、その単語があるかどうかは別にして、ほぼほぼすべての場面において、神を喜ぶ、神の救いを喜ぶ、主の御名がほめたたえられますように。そればかりです。パウロは刑務所の中で、このように喜んでいました。天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのだ。その主の御名がほめたたえられますように。自分が救われたその大いなる祝福を刑務所の中で大いに喜んでいたわけです。いつ刑務所から出るのだろう。何で刑務所にいるのかということは考えずに、イエス様の愛の中にとどまることなのです。クリスチャンのいちばんの苦手な部分です。これこそが神様が私たちに望まれることなのに、これをパスして他の何かをやろうとするのです。神様ご自身を、イエス様の救いを、愛を大いに楽しんで喜ぶことです。その結果、死の影の谷を歩きながらも私は幸せですと言えるように、本物の幸せ、この救いの祝福を喜んで、イエス様と神様の愛を、その関係を喜ぶことによって生まれる幸せ、その幸せにたっぷりとひたることがイエス様の愛にとどまることです。10分後に死刑になるとしても、死刑になることを気にせずにこの愛にとどまることがクリスチャンのやるべきことです。いままでそのような生き方を見たことがないでしょう。この地上にはありません。みな神様から離れているので。聖霊を通して、キリストなるイエス様が内側に入って一つになって血と肉となられた、そういう存在なのだから、いままでどおりに思っていてはいけません。イエス様の愛の中にとどまることです。この世が真似できない、この世が与えることができない幸せにたっぷり溺れることです。そうすると、実を結ぶようになります。でも、だいたいはそういうことをせずに、どうすれば実は結ばれるのか、何で実が結ばれないのか、どこに行けば実があるのだろうとしてきたでしょう。だから、それが実は霊的な問題なのです。それを解消しようとしてあちこち行っても結局、解消できません。ずっと繰り返します。もう終わったのに。
そして、イエス様の愛にとどまるというのは、そのような幸せにたっぷりひたっていると一つしか見えません。自然にそちらの方に向かうようになるのですが、イエス様のみことばの中にとどまるようになります。そのみことばの中にとどまるというのは、７節でも言われています。わたしのことばがあなたにとどまるなら。それはこのような本当の幸せ、本当の感謝を心から喜んで味わっている者は何も問題にならないので、みことばに積極的に向かうようになります。自分の意見、人の言うことなど当てにならないとわかっているから、他に何もいりません。神のことばだけで十分なのです。そのことばにとどまるというのは、それに積極的に慕い求めて向かうようになり、聞くとか読むとかいろいろあるでしょうが、その聞いたみことば、読んだみことばを黙想して噛みしめるようになります。どういう意味なのだろうか。それが私の問題とどういう関係があるのだろうか。私にどんないやしのポイントがあるのだろうかなどと具体的に噛みしめて、自分自身に当てはめていくようになります。それがみことばの中にとどまることです。そういうことによって、その中で一つの文章や単語など、自分なりにインパクトがあった、ぶつかったものがあるはずです。それを黙想しながら握って心にとめることです。ずっと繰り返して思い出すことができるように。それがみことばの中にとどまることです。それが「わたしのことばがあなたがたの中にとどまるなら」ということです。これさえあれば、これがイエス様の愛の中にとどまることです。実を結ぶようになります。なぜかというと、幸せにとっぷりはまってみことばにはまっていくと、その人の目が開かれて関心事が変わるし、この現場、この世と教会が何なのかが見えてくるようになります。本当です。

その結果、最後にイエス様の愛にとどまるというのは、イエス様の戒めを守るようになります。10節にそう書いてあります。戒めを守るなら。その戒めは何でしょうか。ヨハネ13：34、足を洗うときにもおっしゃいました。イエス様の戒めは一つしかありません。互いに愛し合いなさい。この世の中がどんなところなのか。発展しているかどうか関係なく、正しく世の中の状態が見えてきます。本物の幸せにひたって、神のみことばに心をとめて、それが自分の心にとどまるようになれば目が開かれて、正しく見えてくるようになるので、この世の中のために、現場のために教会の他には希望はない、教会はそのために神様が建てられた尊いところだということがわかるのです。信徒ひとりひとりが今の外見と関係なく、どれほど尊い貴重な存在なのかがわかってくるようになります。ですから、互いに愛し合いなさいというのは、そういう存在の価値、どれほどこの世のために必要な唯一な希望であり貴重な存在なのかということを忘れないように、だから、大事にしなさいという意味なのです。ここまでできていないと、互いに愛し合いなさいというのも、ただの倫理に過ぎないものになります。信徒ひとりひとりが、イエス様の本物の愛を知るように祈りつつ手伝うようになるし、わかったその愛を本当に自分の愛として味わうようにガイドしていくようになるし、最終的には、このイエス様の愛が世の中に、家庭に、職場に、学校に、現場に必要なものなので、このイエス様の愛をクリスチャンが、教会が正しくわかちあって伝えることができるように祈りつつ手伝うこと、これが愛し合うことです。イエス様の戒めを守ること、これがイエス様の愛の中にとどまることです。これがみことばを守るということです。これさえあれば、必ず実を結ぶようになります。
ですから、皆さん、今日から実りある人生、その実りに負担など持たずに、実を結ぼうと必死に暴れてあがきをしたりしないでください。それは全部因果応報なので、この世は知らないイエス様と自分との間の、自分だけの幸せを楽しむ、その幸せに溺れるときを必ず持つようにしてください。そうすると、結果として実が結ばれるようになります。特に、皆さんが弱さを抱えているでしょうか。あるいは、様々な問題があるのでしょうか。何かが思いどおりにうまくいかないのでしょうか。あるいは、忙しいのでしょうか。受験があるのでしょうか。あるいは、あまりにもうまくいって大きな成功を収めたのでしょうか。だからこそそれに引っかからないで、それに酔わずにイエス様との間にある本物の幸せ、それを存分に味わうときを持つようにしましょう。それでこそ、まともなクリスチャンになるわけです。
そして、これを聞いただけではなくて、今日から実際に挑戦しましょう。私の経験では、またダビデやパウロを見ていても、朝目覚めたらいちばんまっさきにこの幸せなときを持つとよいです。ときには、この幸せにあまりにもはまっていて、空を飛ぶような幸せを感じているうちに、２時間、３時間流れてしまい、学校や会社を遅刻する場合もあるかもしれません。それでも構いません。本当は。遅刻よりはそこまで行くということが大切です。そういうものですから。いままで嫌いだったもの、心配だったもの、全部祝福に変わっていくようになります。これがクリスチャンの特権であり、クリスチャンの生き様です。皆さんは、実を結ぶしかない存在にもはや造りかえられているものなのです。ですから、ひとつだけ、そのことをいつも確認しながらイエス様の愛にとどまること、それに本当に必死にこだわっていただきたいなと願います。それでこそ、皆さんがお証しするときに、正しい証し人になるのです。こうしたからこうなりました。それは証しではありません。ただイエス様の愛にどっぷりはまって幸せで、もう今日死んでも大丈夫だと思っていたのに、だれかが悩みを訴えてきて伝道の門が開かれたり、会社の本当にひどい上司がある時から急に変わったり、あるいは地方に飛ばされたり、いろいろありましたよね…というのが証しです。無理せずに、因果応報にだまされずに。私たちはクリスチャンです。いのちあるものなのです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。主の御名をほめたたえます。神様を離れ、自分自身に捕らわれ、実はサタンに捕らわれて、重荷を背負って歩いていた私たちをキリストの血潮によって神がともにおられる幸いな者にしてくださり、イエス様の実を結ぶしかない存在に造りかえてくださった主の御名をほめたたえます。そのことを心から確信と喜びをもって、だから、やるべきことはイエス様の愛にとどまることだけなのだと固辞することができるようにひとりひとりを祝福してください。実りある人生の主人公としてのお証しができるように、どうか神様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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